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斎 戒 の 効用 





親愛 な る ムスリム の 皆様 。 ム スリ ム の 皆様 。 
今日 の ホ ト バ で は 、 齋 戒 の 効用 を いく つか 紹介 
し た いと 思い ます 。 

1 アッ ラー は 、 あ ら ゆ る 苦痛 に 癒し を 、 あ 
ら ゆ る 病 に 楽 を 与え られ る よう に 、 悪 に 対し て 
身 を 守る すべ を も 与え られ まし た 。 齋 戒 は 一 つ 
の 盾 で あり 、 人 を 悪 か ら 守り ます 。 悪 か ら 守 る 
こと に よっ て 、 地 獄 か ら も 守る の で す 。 

2 斎 戒 は 、 私 た ちの 道 術 を よい も の と し ま 
す 。 断食 と は 単純 に 
「 お な か を すか せる こ 
と 」 で は あり ませ ん 。 
預言 者 ムハンマド ( 彼 
の 上 に 平安 あれ ) は 以 プ 
下 の よ うに 仰せ られ ま 用 
し た 。 「 誰 で あれ 、 嘘 
を つく こと 、 人 偽り を 行 
な うこ と を や め な けれ 
ば 、 ア デッラ ー は 彼 が 飲 
み 食 い を や め る こと に 
価値 を 与え られ な 
MN 』 

3 ラマ ダー ン の 斉 戒 は 、 純 粋 な 「 感 謝 の 
鍵 」 で す 。 な ぜ な ら 、 そ れ 以 外 の 時 に は 、 多 く 
の 人 は 真 の 空腹 を 味わう こと が な く 、 そ の 恵み 
の 価値 を 理解 し きれ な いか ら で す 。 し か し 、 イ 
フタ ー ル の 時 、 真 の 空腹 が も た ら す 食欲 に よっ 
て 、 較 いた パン で すら どれ ほど 引 重 な 恵み で あ 
る か を 実感 する の で す 。 

4 人 々 は 、 く らし と いう 点 で 、 皆 同一 に は 
創造 され ませ ん で し た 。 貧 し い 人 、 豊 か な 人 、 
中 流 階級 な ど 、 い くつ か の 階層 に 分 けら れ ま す 。 
アッ ラー は 、 こ の 違い に より 、 富 裕 層 が 貧困 層 
に 援助 する よう 呼び か けら れ て お られ る の で す 。 
豊か な 人 が 貧しい 人 の た め に 援助 する こと は 、 
彼ら の 現状 、 貧 負 、 空 腹 を 真 に 理解 する こと に 
よっ て 、 可 能 と な り ま す 。 これ も 、 斉 戒 に よっ 
て 最良 の 形 で 実現 する の で す 。 


S 人 の 我 欲 は 、 目 ら の 無力 さ 、 弱 さ 、 欠 点 、 
過ち を 決し て 見 よう と し ませ ん 。 齋 戒 に よっ て 、 
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我 欲 が いか に 無力 で 弱い も の で ある か が 明らか 
に な る の で す 。 我 欲 の 本 質 を 目 に し 、 理 解 し た 
人 は 、 身 勝手 さ 、 我 欲 へ の 過信 、 う ぬ ぼ れ を 捨 
て 、 し ゃ も べべ と し て の 義務 を 果たそ うと 努め る の 
Kg 

6 常に 作動 し て いる 機械 は 、 定 期 的 に 手 入 
れ す る 必要 が あり ます 。 同様 に 、 疲 労 し た 消化 
器官 も 、 最 低 で も 年 に 一 度 は 休ま せ 、 手 入れ す 
る 必要 が ある の で す 。 こ れ も 、 斎 戒 と いう イ バ 
ー ダ が 、 最良 の 形 で 実 
行 す る の で す 。 

7 齋 戒 は 、 体 の 、 空 
腹 や き に 対す る 耐久 
力 を 増し ます 。 人 に 妨 
耐 強 さ と 抵抗 力 を 獲得 
させ ます 。 

8 齋 戒 に よっ て 、 我 
欲 は 服従 し 、 命 令 を 受 
ける こと に 慣れ ます 。 
神 の 命令 に こう を 垂 
れ 、 ハ ラー ル で ある こ 
と すら も 放棄 する た め 、 ハ ラー ム か ら 遠 ざか る 
こと に お いて 、 完 全 な 経験 と 能力 を 獲得 する の 
で す 。 こ の よう に し て 、 了 肉体 と 同様 、 精 神 的 な 
健康 を も 得る こと が で きま す 。 

9 何より も 、 私 た ちら は 、 ア デッラ テー の 命令 で 
ある と いう 理由 で 、 斎 戒 を 行ない ます 。 た だ 、 
その 斎 戒 で すら 、 ア ッ ラ ー が し も ゃ も 記 に 対 し て い 
か に 慈悲 深く あら れる か を 示す も の と な る の で 
す 。 なぜなら 、 人 々 が 耐え られ な いよ うな イ バ 
ー ダ は 命じ し られ て いな いか ら で す 。 例 えば 、 斉 
戒 を 、 夜 明け か ら 次 の 夜明け まで 行なう よう 命 
じ ら れ て いた と し た ら 、 つ まり 2 4 時 間 の うち 
た っ た の 一 度 だ け 食 事 す る こと が で きる と し た 
ら 、 多 く の 人 は それ を 実行 で き な か っ た か 、 非 
常 な 苦痛 を 味わう こと に な っ て いた で し ょ 2 う 。 

斎 玉 を 、 全 て の 如 官 と 共に 行ない まし ょ 2 う 。 
全て の 細胞 で 、 全 て の 感覚 で 、 実 感 し まし ょ 2 う 。 
アッ ラー が 私 た ちの 斎 戒 を 承認 し て くだ さい ま 
まま よ あり うに 。 
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